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このたびの公開展示会では、金沢工業大学建築
アーカイヴス研究所が所蔵する、金沢ゆかりの
建築家・和田順顕（わだ・じゅんけん）に関す
る資料をご紹介します。和田順顕は、1889（明
治 22）年に金沢に生まれ、1912 年に東京美術
学校（現、東京藝術大学　以下、美校）図案科
を卒業しました。当時の美校にはまだ建築科が
なく、図案科卒業生の多くは製図工（製図を専
門とする技術者）として活躍しました。そのよ
うな中で、和田は建築家として設計事務所を構
え、活動をはじめた最初期の人物です。
戦後晩年には活動拠点を金沢に移し、金沢市建
築顧問を務めるなど、郷里・金沢にも作品を残
しました。また、昭和初期にも、武蔵ヶ辻の田
守呉服店や尾張町にあった森八本店をはじめ、
大正・昭和の金沢を彩った近代建築を数多く手
掛けました。残念ながらその多くは現存しませ
んが、本資料群は、往時の姿を偲ぶことができ
る貴重な歴史資料となっています。

金沢市尾張町森八本店及食堂、喫茶並に工場建築（大正6年）

金沢市武蔵ヶ辻田守呉服店店舗及住宅（大正5年）
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